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日塗検ニュースのタイトル “Vague” について
 

　日塗検の信頼性と情報発信がより確かな波動となって、お客様や地域社会に届くようにとの
期待をこめて、Vague（フランス語で「波動」を意味する）と名付けております。デザインは
向上心と信頼性の波をより大きな波に育てていくことを期待し、一人ひとりの波が重なりなが
ら上昇し発展していく様子を、よりダイナミックな波動で表現したものとなっています。今後
とも日塗検ニュースを温かく見守っていただきますようお願いいたします。





1.　はじめに

　コンクリート構造物の劣化において、塩化物イオン
の存在は非常に重要な因子の一つである 1）2)。塩化物イ
オンはそれ自体が劣化を引き起こすのではなく、塩化
物イオンがコンクリートに埋め込まれた鋼材と接触す
ることにより鋼材表面の不動態被膜が破壊され、腐食
が促進されるため結果としてひび割れなどの劣化につ
ながっていく。そのためコンクリート中に塩化物イオ
ンがどの程度浸透しているかを知ることは、コンクリー
ト構造物の耐久性を評価するうえで非常に重要である。
塩化物イオン浸透深さの評価としては JIS A 1154 に規
定されるように、深さごとに採取したコンクリート中
の塩化物イオン量を測定することによって、塩化物イ
オン浸透深さを算出する方法 3) がとられているが、よ
り簡便な方法としては硝酸銀溶液を用いた硝酸銀噴霧
法が挙げられる 4)。この方法ではコンクリートの断面に
硝酸銀溶液を噴霧し、その変色具合から視覚的に塩化
物イオン浸透深さが評価できる。硝酸銀噴霧法は簡便
かつ手早く行えるため有用ではあるが、試料の乾湿の
状態、硝酸銀溶液の濃度や噴霧量、噴霧してから測定
までの時間などで変色領域が異なるといった問題点が
ある 5)6)7)。
　一方、試料表面に電子線を照射し、その際に発生す
る反射電子線や特性 X 線を測定する分析法として電子
プローブマイクロアナライザ（Electron Probe Micro 

Analyzer）分析（以下「EPMA 分析」という。）がある 8)。
この方法では試料を構成する元素の定性及び定量を行
うことができる。さらに、試料面を 2 次元的に分析す
る面分析では、測定元素の分布を画像として得ること
ができる。EPMA 分析は金属をはじめ、鉱物、セラミッ
クス、高分子、生体といった様々な分野で利用されて
いる。コンクリート分野においても EPMA 分析の規格と
して JSCE-G 574-2013（EPMA 法によるコンクリート中
の元素の面分析方法）が規定されており、塩化物イオ
ン浸透性について評価を行った研究もいくつか報告さ
れている 9)10)。
　本研究では、促進試験によって塩化物イオンを浸透
させたモルタルに対し、EPMA 分析による塩化物イオン
浸透深さを評価した。さらに塩化物イオン浸透深さを
算出し、従来の硝酸銀噴霧法と比較検討を行った。

2.　試験方法

　2.1　試験体の作製

　 　試験体は、JIS R 5201 の 9.4 に従い、セメント：
豊浦標準砂：水＝ 1：2：0.65（重量比）の標準セメ
ントモルタルを 40 × 40 × 160mm に成形し、温度 20±

２℃、湿度 80％以上で１日養生した後に脱型した。
その後、湿度 60 ±５％で 14 日間、気中養生した。

　2.2　促進試験

　 　塩化物イオンを短時間でモルタルに浸透させるた
め促進試験を行った。作製した試験体の５面をエポ
キシ樹脂で塗り包み、30℃で 168 時間乾燥させた後、
20℃・１mmHg 以下で１時間脱気し、2.5％ NaCl 溶液
中で３時間加圧 10kgf/cm2 を行った。その後、試験体
をポリエチレン袋に入れ、温度 80℃±２℃・24 時
間の加熱、袋から取り出し 30 ±２℃・24 時間、各濃
度（2.5％、5.0％、10.0％）の NaCl 溶液中に 24 時間
の浸漬を１サイクルとして計３サイクル行った（図

-1）。

　2.3　EPMA 分析

　 　促進試験を行った試験体を約 10mm の厚さに切断し、
樹脂で包埋した後、観察面の研磨を行った。乾燥後、
炭素蒸着を行い EPMA 分析の試験体とした。各試験体
について Cl、Ca、Si の面分析を行った。分析条件は
加速電圧 15kV、照射電流量 100nA、サンプリング時間
100ms、ピクセルサイズ 50µm とした。

　2.4　�硝酸銀噴霧法

　 　硝酸銀噴霧法は JIS A 1171 7.10 に準じ 11)、以下
のように行った。促進試験を行った試験体に対して割
裂し、その断面に 0.1mol/L 硝酸銀溶液を表面の凹部
分にたまる程度噴霧し、60 分間遮光状態で静置した
後に変色領域を観察した。

　2.5　�電位差滴定による全塩素イオン濃度分析

　 　促進試験を行った試験体を３分割し、各試料につい
て JIS A 1154 に準じて硝酸によって抽出し、硝酸銀
電位差滴定を用いて塩化物イオン濃度を測定した。
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1.　はじめに

　JIS K 5660（つや有合成樹脂エマルションペイント）1)

は、1989年に建築物及び構造物内外部のコンクリート、
セメントモルタル面などの塗装に用いる、つや有合成樹
脂エマルションペイントの塗料規格として制定され、そ
の後４回の改正を経て現在に至っている。石綿（アス
ベスト）の使用禁止を受けて、フレキシブル板を規定し
ていた規格の JIS A 5430（繊維強化セメント板）2)が
2004年に改正となった。JIS K 5660でも試験板として
フレキシブル板が使用されていたので、同様に 2008年
に改正された。また、2016年に JIS K 5600-6-1（耐液
体性（一般的方法））3)が改正され、浸せき試験の手順
として“試験液をエアバブリング又は循環させる”こと
が要求されるようになったので、JIS K 5660の品質に
定める耐アルカリ性試験も浸せき条件が変更になった。
　当協会では、原則として試験板は JISマーク認証製品
を用いて試験を行っており、規格改正によりフレキシブ
ル板が石綿（アスベスト）以外の繊維材料に変更された
ことから塗装後の外観に毛羽立ちが多くみられるように
なったこともあり、試験結果への影響が懸念される。ま
た、当協会では耐液体性試験にはエアバブリングを用い
た浸せきを行なっているが、浸せき条件の違いが試験結
果に影響を与えることも考えられる。そこで、“試験板（フ
レキシブル板）の種類による違い”と“浸せき条件によ
る違い”の確認を目的とし、比較を行った。

2.　耐アルカリ性試験の概要

　JIS K 5660:2021つや有合成樹脂エマルションペイン
ト 7.12 耐アルカリ性の試験方法について、以下に述べ
る。

　2.1　試験板

　 　試験板は、表面調整を行ったフレキシブル板とする。
フレキシブル板とは、セメント、繊維及び混和材料を
主原料としてボード状に成形した、JIS A 5430に規
定するスレートボードの一種である。フレキシブル板
の表面調整は、周辺をやすりで削って平らにし、次に
角を丸め、全面を流水で洗ってから互いに重なり合わ
ないように立て掛けて、７日間以上乾燥する。乾燥し
た試験板は、乾いたガーゼで表面を拭く。

　2.2　試験片の作製

　　　シーラーの塗装

　　 　試料を試験板に塗装する前に、試料の製造業者が
指定する JIS K 5663の附属書に規定する合成樹脂
エマルションシーラー（以下「シーラー」という。）
をはけ塗りで、試験板の表面と裏面上半分及び周辺
に１回塗装する。シーラーの塗付け量は、100cm2当
たり 1.2 ± 0.2mLとする。

　　　試料の調製

　　 　試料を製造業者が指定する質量割合で水を加えて
よくかき混ぜ、２時間放置してから用いる。

　　　試料の塗装

　　 　シーラーを塗装し５時間乾燥した後、その片面に
試料をはけ塗りで、間隔を 24時間とり、２回塗り
を行なう。試料の１回ごとの塗付け量は、100cm2当
たり 0.9 ± 0.1mLとする。乾燥を行う場所は、標準
条件（温度 23 ±２℃、相対湿度 50 ±５％）で、直
射日光を受けず、養生や試験に影響を与えるガス、
蒸気、ほこりなどがなく、通風が少ない室内（以下
の乾燥も同様）とする。

　　　裏面及び周辺の塗り包み

　　 　試料塗装後、24時間乾燥した後、図 -1に示すよ
うに試験板の裏面の上半分及び周辺とアルカリ溶液
の液面に相当する部分を同一塗料で２～３回塗り包
む（裏面の下半分は無塗装）。周辺を塗り包むとき
の塗り重ね幅は約５mmとし、液面部分を塗る幅は
約 10mmとする。塗り包み後、14日間乾燥し試験片
とする。

　2.3　試験方法

　 　試験方法は、JIS K 5600-6-1の 7.［方法１（浸せ
き法）］による。ただし、試験液、浸せき条件及び評
価方法は、次による。
　　⑴　試験液は、JIS K 8575（水酸化カルシウム（試
　　 薬））に規定する水酸化カルシウムを用いて調製し

た水酸化カルシウム飽和水溶液とする。
　　⑵　試験片を長辺が垂直になるようにして、図 -1

　　 に示す界面まで試験液に浸し、浸す時間が７日間と
なるまで浸せきする。浸せき温度は、23 ±１℃と
する。
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6.　まとめ

　⑴　試験板（フレキシブル板）の種類による違い
　 　JIS認証製品（２種類）、JIS品質相当品（１種類）
及び汎用製品（１種類）の計４種類のフレキシブル板
で比較を行なった結果、塗装する試料によっては異な
る試験結果を示すことが分かった。その要因として、
各フレキシブル板の表面状態や材料特性が異なってお
り、シーラーの吸い込み具合やフレキシブル板の毛羽
立ちによる毛細管現象により塗膜に試験液が浸入しや
すくなるなどの影響を与えていることが推測される。
また、同種の試験板であっても微視的に外観が異なる
場合があり、今回確認された局所的な膨れの発生の一
因になっていることも考えられる。今後、各種フレキ
シブル板の表面状態の観察及び物性試験を行う必要が
ある。

　⑵　浸せき条件による違い
　 　静置、スターラー撹拌及びエアバブリングの３つの
条件で浸せき試験を行なった結果、浸せき条件によっ
て、膨れの発生の程度が異なることが確認できた。し
かし、エアバブリングにおける空気流量等の詳細な条
件の規定がないため、それら条件について調べた上で、
今後、標準化する必要がある。
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表 -3　浸せき条件による違い（試験板 : A 社製フレキシブル板 A）

表 -4　浸せき条件のよる違い（試験板 : B 社製フレキシブル板 B）

試料
試験板
の種類

浸せき条件
Ⓐ静置 Ⓑスターラー撹拌 Ⓒエアバブリング

n1 n2 n1 n2 n1 n2

A

① A社製 

フレキシ
ブル板 A

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

B
等級 5

(S5)

等級 5

(S5)

等級 4

(S5)

等級 3

(S5)

等級 5

(S5)

等級 5

(S5)

C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

D
局所的
膨れ

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

E 異常なし 異常なし
等級 2

(S4)

等級 1

(S2)
異常なし 異常なし

試料
試験板
の種類

浸せき条件
Ⓐ静置 Ⓑスターラー撹拌 Ⓒエアバブリング

n1 n2 n1 n2 n1 n2

A

④ B社製 

フレキシ
ブル板 B

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

B
等級 5

(S5)

等級 5

(S5)

等級 5

(S5)

等級 5

(S5)

等級 4

(S5)

等級 4

(S5)

C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

D 異常なし 異常なし
等級 1

(S2)

等級 1

(S2)
異常なし 異常なし

E
等級 5

(S4)

等級 4

(S3)

等級 5

(S5)

等級 5

(S5)

等級 4

(S2)

等級 4

(S2)
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表 -2　塗装仕様

仕様 工程 品名 塗布量
( ㎏ / ㎡ )

目標膜厚
(µm)

A

重防食仕様

防食下地① エポキシ樹脂系ジンクリッチ塗料 0.3 37.5

防食下地② エポキシ樹脂系ジンクリッチ塗料 0.3 37.5

下塗① 変性エポキシ樹脂塗料（厚膜形） 0.76 250

下塗② 変性エポキシ樹脂塗料（厚膜形） 0.76 250

合計 575

B

厚膜仕様 1

防食下地 エポキシ樹脂系ジンクリッチ塗料 0.3 30

中塗 超速硬化ウレアウレタン樹脂系塗料 2.12 2120

上塗 超速硬化ウレアウレタン樹脂系塗料用上塗 0.2 20

合計 2170

C

薄膜仕様

防食下地① エポキシ樹脂系ジンクリッチ塗料 0.3 30

防食下地② エポキシ樹脂系ジンクリッチ塗料 0.3 30

中塗① ウレタン樹脂系塗料 冬型 0.4 140

中塗② エポキシ樹脂系塗料 0.15 140

合計 340

D

厚膜仕様 2

下塗 超速硬化ウレアウレタン樹脂系塗料用プライマー 0.12 30

中塗 超速硬化ウレアウレタン樹脂系塗料 2.12 2120

上塗 超速硬化ウレアウレタン樹脂系塗料用上塗 0.2 20

合計 2170

3.　試験結果と考察

　3.1　外観の変状

　 　供試前、サイクル腐食試験供試 360 サイクル、540

サイクル終了後の試験片の状態（例）を図 -1 及び図

-2 に示す。
　 　一般部では、素地調整の程度及び塗装仕様にかかわ

らず、540 サイクルの腐食試験を経た後でも、さび、
膨れ、割れ及び剥がれがいずれの塗装仕様でも生じな
かった。一方、カット部では試験に供することによっ
て各塗装仕様共に膨れが発生した。表 -3 に最初に膨
れが生じた供試時間（サイクル数）を示す。また、図

-3 ～図 -6 に供試サイクル数と膨れ幅の推移を示す。
膨れ幅の値は n=3（枚）の平均値である。

　 　仕様 C（薄膜仕様）の素地調整１種では 180 サイク
ル後に、素地調整２種では 84 サイクル後にと早期に
膨れが発生した。また、ほぼ経時的に膨れ幅が大きく
なっており、その形状は小さなクレーターまたはドー
ム状であった。それに対して、その他の仕様では仕様
ごとに違いはあるものの、膨れの発生は 450 サイクル
以降であり、その形状はカット線から巻かれるような、
あるいは浮きあがるような形状であった。さらに、一
旦膨れが生じると、経時により急速にその幅が拡大し
た。いずれも、同一塗装仕様においては、素地調整２

種の方が素地調整１種よりも膨れ等の発生が早く、素

地調整による違いが生じていると考えられる。

　3.2　ジンクリッチ塗料の効果

　 　仕様 D（厚膜仕様２）を除く仕様 A（重防食仕様）、
仕様 B（厚膜仕様１）、仕様 C（薄膜仕様）については、
ジンクリッチ塗料を採用している。仕様 B（厚膜仕様
１）と仕様 D（厚膜仕様２）の違いは、素地と接する
塗膜にジンクリッチ塗料を用いているか否かであり、
この２者を比較することによってその効果が推測でき
る。図 -3 及び図 -4 より、素地調整の違いにかかわら
ず仕様 B（厚膜仕様１）の表は膨れを生じるまでのサ
イクル数が長く、また、膨れ幅が小さいことから、ジ
ンクリッチ塗料の効果が発揮されたものと考える。

　 　ジンクリッチ塗料は、ほかの塗料と比べ相対的に塗
膜中の樹脂分（= 付着性に寄与する）が少ないこと、
また、ジンクリッチ塗料の防食効果を得るには素地と
亜鉛末の接触が必要なこと、などから素地調整の程度
が塗膜性能に大きく影響するといわれている。そのた
め、当初素地調整２種ではジンクリッチ塗膜に起因す
る性能低下が懸念されたが、仕様 B（厚膜仕様１）と
仕様 D（厚膜仕様２）の試験結果を比較すると、その
傾向は確認されなかった。参考として、図 -7 にサイ
クル腐食試験供試後のカット部の状態例を示す。
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表 -3　最初に膨れが生じた供試時間（サイクル数）

　 最初に膨れが生じたサイクル数

素地調整 1 種 2 種

塗装仕様

A（重防食仕様） 540 450

B（厚膜仕様１） 510 480

C（薄膜仕様） 180  84

D（厚膜仕様２） 450 450

　図 -3　膨れ幅の推移（A（重防食仕様））

図 -5　膨れ幅の推移（C（薄膜仕様））

図 -4　膨れ幅の推移（B（厚膜仕様 1））

図 -6　膨れ幅の推移（D（厚膜仕様 2））
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4.　まとめ

　有機系被覆工法の耐久性について、供用された鋼板を
用いて２水準の素地調整を施して作製した試験片を準備
し、540 サイクルまでの腐食試験を実施し、そこで観察
した一般部・カット部の変状及びその後に計測した塗膜
の付着強度を通して評価した。その結果、以下のことが
分かった。
　1) 一般部での変状は試験後も認められず、素地調整
　　の違いは確認できなかった。
　2) 素地調整の違いにかかわらず、付着強度試験の強 

　　度の値は全て問題なかった。
　3) カット部においては、素地調整１種よりも２種の
　　方が膨れ等の発生が早い傾向があった。
　有機系被覆工法による鋼矢板水路の補修では素地調整
１種が「望ましい」とされているが、様々な制約の中で
素地調整２種を採用せざるを得ないケースがある。その
ような場合の今後の対応としては、
　・補修後の塗膜損傷を早期に発見できるような点検方
　　法を導入する。
　・塗膜の損傷が想定される個所を合理的に抽出し、事
　　前に増し塗りを行う。
などの対策を検討していく必要があるかと考える。

【参考文献】

　1) 農林水産省農村振興局整備部設計課：農業水利施
　　設の長寿命化のための手引き ,2015

　2) 農林水産省農村振興局整備部設計課施工企画調整
　　室：農業水利施設の補修・補強工事に関するマニュ
　　アル【鋼矢板水路腐食対策（補修）編】（案）,2019

　3) 前田和美 , 坂根勇 , 森井俊廣：鋼矢板水路の補修
　　 に用いられる有機系被覆工法の耐久性に及ぼす素
　　 地調整程度の影響 ,2021 年度（第 70 回）農業農村
　　 工学会大会講演会予稿集 , 公益社団法人農業農村
　　工学会 ,2021

　4) 柳井久江：４Step エクセル統計第４版 ,pp151-163, 

　　2015
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図 -9　塗装系の違いによる各種耐食性試験結果の比較

6.　まとめ

　ISO 12944 のサイクル腐食性試験で規定されているス
クライブラインを付けた場合の各種耐食性試験（1680 時
間）結果から得られた知見を以下に記す。

⑴　 塗装系の違いによる ISO 12944 のサイクル劣化試験
を含めた耐食性試験の比較

　　JIS K 5600-7-9（サイクル D）のサイクル腐食試験
　 と ISO 12944のサイクル劣化試験を比較検討した結果、

スクライブラインからの膨れ幅では ISO 12944 のサイ
クル劣化試験の方がより厳しい腐食を示した。ただし、
本報告の耐食性の比較はスクライブラインからの膨れ
幅としたが、サイクル劣化試験を評価するためには、
試験終了後に、付着していない塗膜を除去した後に腐
食幅を測定する必要がある。

　　また、ISO 12944 サイクル劣化試験途中で、塗膜を
　 除去せずにスクライブラインからの膨れ幅で評価する

場合は、局所的な膨れにより過小又は過大に評価する
可能性があるので、等間隔に発生している膨れ以外も
確認しておく必要がある。ISO 12944 の評価は、あく
までも腐食（さび）を評価する試験になるので、スク
ライブ部に膨れが著しく発生しても対象外となる。

　 　ISO 9227 中性塩水噴霧試験を除いて、幅広い傷が
あった場合でも、Al-Mg アーク溶射と塗装の組み合わ

せは、他の塗装系に比べて優れた耐食性を示していた。
なお、ISO 9227 中性塩水噴霧試験については、高温・
多湿の腐食環境では、金属溶射面及び溶融亜鉛めっき
面の活性が著しくなり、カット部からの水の侵入が容
易になったと推測される。

　 　総括すると、促進腐食性試験としては、JIS K 5600-

7-9（サイクル D）のサイクル腐食試験より ISO 12944

のサイクル劣化試験の方が厳しい腐食試験だと考えら
れる。ただし、促進劣化試験は、必ずしも屋外暴露と
同じ環境ではないので、試験結果を使用する際には注
意が必要である。促進劣化試験と同時に屋外暴露試験
も同時に実施することを推奨する。

⑵　スクライブライン加工を施す際の注意点
　　スクライブラインの深さを一定にすることで、鋼材
　 の露出する表面積を最小限にするための試験片作製の

上の注意点を以下に示す。
　⒜　スクライブラインの一定深さの確保：
　　 　鋼材の露出を最小限にするためには、スクライブ

ラインの深さを一定に保つことが重要である。そこ
で、この深さを一定にするために、数 µm 単位で制
御できるエンドミルを使用して機械加工を行う。

　⒝　鋼板の歪み：
　　 　鋼板の表面をブラスト処理すると歪みが生じる場

合があり、鋼板に歪みがあると不均一なスクライブ
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ラインになり、結果の信頼性を損なう可能性がある。
鋼板の歪みを極力抑えるために規格で規定されてい
る３mm 以上の鋼板を使用することを推奨する。

　⒞　裏面塗装：
　　 　通常の耐食性試験の試験片作製と異なり、裏面が

平滑な状態で機械加工を行うために、裏面及びエッ
ジはスクライブラインを付けた後に塗装する。

⑶　膨れ幅の 3D スキャン測定による精度の向上
　 　特定の箇所の膨れ幅を測定する際、ノギスを使用す

る代わりに、3D スキャンを用いることで、画像として
保存ができ、定点観測が可能であることが分かった。
目視に頼った膨れ幅の測定に比べ、より正確かつ信頼
性の高い結果が得られることが確認できた。

【参考文献】

　1） 　石塚　敦：ISO 12944-9 サイクル劣化試験と JIS 

K 5600-7-9 サイクル腐食試験（サイクル D）と
の比較検証，日塗検ニュース No.143，pp.19-23，
2022-1

　2） 　公益社団法人 日本道路協会：鋼道路橋防食便覧
（平成 26 年 3 月），Ⅱ -33，Ⅱ -118，2014-3
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1.　まえがき

　2023年の ISO/TC 35（ペイント及びワニス専門委員会）
の国際会議週間は、６月６日から米国、ヒューストンに
おいて対面及びオンラインでのハイブリッド形式で開催
され、SC9に関連する各会議は翌週の６月 12日から 15

日までの期間で行われた。日本としては、新型コロナウ
イルス感染症（COVID-19）に関する全ての制限が解除さ
れたため、対面での会議に参加した。実に 3年ぶりの対
面参加となった。
　本期間中に各ワーキンググループ（WG）による個別の
会議が開催され、各 WG共投票結果を一つずつ丹念に確
認、活発な議論が行われ、今後の活動方針を策定した。
また、今年は SC14（鋼構造物の防食塗装システム専門
委員会）との試験方法に関する合同会議も行われた。各
会議での推奨案は、上部組織である SC ９（塗料の一般
試験方法分科委員会）において承認決議が行われた。さ
らに、その上部組織である TC35総会では、各分科委員
会（SC）からの報告、特定案件に対する他の専門委員会
（TC）あるいは外部組織との連携に関する議論、今後の
会議開催場所等、全体の総括が行われた。
　日本からの SC9として、宮澤 SC9委員長兼 WG31主査、
森本 WG32主査、喜多 WG31委員、笹谷 SC9事務局が参加
した。また、同時に開催された SC14では、田邉 SC14委
員長、矢尾板 SC14委員、小川 TC35兼 SC14事務局が参
加した。各 WG、TC 35/SC 9及び TC35総会の参加状況は
以下のとおりである。

TC35国際会議週間
　 6月 12日㈪　 SC 9/WG 30（硬化前の塗料の性能 )　

参加者 16名（日本３名）
　 6月 13日㈫　 SC 9/WG 32（風力発電ローターブレー

ド用塗装システム） 参加者 28名（日
本３名）

　  　　　　　　 SC 9/WG 29（電気化学的試験方法）　
参加者 11名（日本２名）

　  　　　　　　 SC 14 & SC 9合同会議　参加者 45名
（日本６名）

　 6月 14日㈬　 SC 9/WG 31（硬化後の塗料の性能）
　  　　　　　　参加者 26名（日本４名）
　  　　　　　　 TC 35/SC 9（塗料の一般試験方法分科

委員会） 参加者 22名（日本３名）
　 6月 15日㈭　 TC 35総会（ペイント及びワニス技術

専門委員会） 参加者 35名（日本３名）
12ヵ国＋１リエゾン＋１団体

　各 WGでの規格開発状況及び SC9での決議内容につい
て、以下に報告する。

【参考】略語（開発段階、用語）
PWI：予備業務項目、NP又は NWIP：新規提案，WD：作業原案，
CD：委員会原案，DIS：国際規格案，FDIS：最終国際規
格案，IS:国際規格，TR：技術報告書，TS：技術仕様書，
SR：定期見直し

2.　TC 35/SC 9/WG 29　電気化学的試験方法

　 　６月 13日に開催された WG29会議の内容、及び開発
状況を紹介する。

　2.1　新規作業事案

　　⑴ 　ISO/NP DTR 5604, Test method for assessment 

of protection of metal by organic coatings 

using electrochemical noise measurements（ 電
気化学的ノイズ測定を用いた有機塗膜による金属
保護性評価のための試験方法）（対応 JIS:なし）

　　　 　技術仕様書（TS）として NP投票が行われたが、
エキスパート参加が１カ国しか集まらず、棄却さ
れたが、技術報告書（TR）に変更して発行を目指
している。原案を確認、修正し、NP登録を行った後、
１ステップで DTR投票へ進めることが合意された。
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　2.2　定期見直し事案

　　⑴ 　ISO 13129:2012, Paints and varnishes 

̶ Electrochemical measurement of the 

protection provided to steel by paint 

coatings ̶ Current interrupter (CI) 

t e c h n i q u e ,  r e l a x a t i o n  v o l t a m m e t r y 

(RV) technique and DC transient (DCT) 

measurements（カレントインタラプタ（CI）法、
リラクセーションボルタメトリー（RV）法、DC

トランジェント（DCT）測定法）（対応 JIS:なし）
　　　 　SR投票においてコメントがなく、内容を確認

し“継続”で合意された。

　2.3　国際ラウンドロビンテスト

　　　 　試験方法の精度を検証するための塗装サンプ
ルを使用した EIS（電気化学インピーダンススペ
クトル測定）における国際ラウンドロビンテス
ト※の結果がまとまった。30カ所のラボが参加
し、24の異なる装置を使用して試験が行われた。
科学雑誌「Progress in Organic Coatings -Vol 

180, July 2023, 107565」に論文として掲載され
たことが報告された。

　　　 （※ラウンドロビンテスト：複数の試験機関に同
一試料を配付して測定を行う評価方法）

3.　TC 35/SC 9/WG 30　硬化前の塗料の性能

　 　６月 12日に開催された WG30会議の内容、及び開発
状況を紹介する。

　3.1　アクティブ作業事案

　　⑴ 　ISO/DIS 2811-3, Paints and varnishes 

̶ Determination of density ̶ Part 3: 

Oscillation method（密度の測定 － 第３部：振
動法）（対応 JIS K 5600-2-4:2014）

　　　 　コメントを確認し、編集的項目のみのため、原
案改訂後 FDISを省略し、発行段階へ進むことが
合意された。

　　⑵ 　ISO/WD 2884-1, Paints and varnishes ̶ 

Determination of viscosity using rotational 

viscometers ̶ Part 1: Absolute viscosity 

measurement with cone-plate measuring 

geometry at high shear rates（回転型粘度測定
法 － 第 1部：高シェア域でのコーン・プレート
型粘度計 )（対応 JIS K 5600-2-3:2014）

　　　 　コメントはなかったため、CD段階を省略し、

直接 DIS段階へ進むことが合意された。
　　⑶ 　ISO/WD 2884-2, Paints and varnishes ̶ 

Determination of viscosity using rotational 

viscometers ̶ Part 2: Relative measurement 

of viscosity using disc or ball spindles at 

specified speeds（回転型粘度測定法 － 第 2部：
ディスク或いはボール型軸粘度計）（対応 JIS:な
し）

　　　 　コメントはなかったため、CD段階を省略し、
直接 DIS段階へ進むことが合意された。

　　⑷ 　ISO/PWI 3219-3, Rheology ̶ Part 3: Test 

procedure and examples for the evaluation  

of results when using rotational and 

oscillatory rheometry（レオロジー － 第３部：
回転及び振動によるレオロジー測定時の試験方法
と結果評価の例）（対応 JIS: なし）

　　　 　ドイツ提案の案件で、NP投票で２か国のみの
エキスパート登録のため、棄却となったが、本案
件の重要性が改めて説明された。日本、米国、オ
ランダがエキスパート登録を行う意向を示したた
め、NP投票を行うことが合意された。

　　⑸ 　ISO/CD TR 20659-1, Rheological test 

methods ̶ Fundamentals and interlaboratory 

comparisons ̶ Part 1: Determination of the 

yield point（レオロジー試験方法 - 第１部：降
伏点の決定 － 基礎と比較試験法）

　　　 　投票では編集的なコメントのみであったため、
DTR投票へ進めることが合意された。

　　⑹ 　ISO/CD TR 20659-2,（Rheological test 

methods ̶ Fundamentals and interlaboratory 

comparisons ̶ Part 2: Determination of 

the time-dependent structural change 

(thixotropy)（レオロジー試験法 － 基礎とラボ
間試験 － 第２部：時間依存性構造変化の測定 - 

（チクソトロピー））
　　　 　投票では編集的なコメントのみであったため、

DTR投票へ進めることが合意された。

　3.2　�定期見直し事案

　　 　投票結果を一つずつ確認し、今後のアクションを
決定した。

　　⑴ 　ISO 19403-2:2017, Paints and varnishes ̶ 

Wettability ̶ Part 2: Determination of the 

surface free energy of solid surfaces by 

measuring the contact angle（第２部：接触角
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測定による固体表面の表面自由エネルギーの測定
法（対応 JIS:なし）

　　　 　TC229（ナノテクノロジー）からもコメントが
寄せられ、“改訂”で合意された。トラックを 24

か月とし、早期に改訂規格を発行することが合意
された。

　　⑵ 　ISO 19403-3:2017, Paints and varnishes ̶ 

Wettability ̶ Part 3: Determination of the 

surface tension of liquids using the pendant 

drop method（第３部：ペンダントドロップ法を
用いた液体の表面張力測定法）（対応 JIS:なし）

　　　 　TC229（ナノテクノロジー）からもコメントが
寄せられ、“改訂”で合意された。トラックを 24

か月とし、早期に改訂規格を発行することが合意
された。

　　⑶ 　ISO 19403-4:2017, Paints and varnishes 

̶ Wettability ̶ Part 4: Determination 

of the polar and dispersive fractions of 

the surface tension of liquids from an 

interfacial tension（第４部：界面張力からの
液体の表面張力の極性項と分散項の決定法）（対
応 JIS:なし）

　　　 　TC229（ナノテクノロジー）からもコメントが
寄せられ、“改訂”で合意された。トラックを 24

か月とし、早期に改訂規格を発行することが合意
された。

　　⑷ 　ISO 19403-5:2017, Paints and varnishes 

̶ Wettability ̶ Part 5: Determination of 

the polar and dispersive fractions of the 

surface tension of liquids from contact 

angles measurements on a solid with only a 

disperse contribution to its surface energy 

（第５部：表面エネルギーに分散のみが寄与する
固体の接触角測定から液体の表面張力の極性項と
分散項の求め方 )（対応 JIS:なし）

　　　 　TC229（ナノテクノロジー）からもコメントが
寄せられ、“改訂”で合意された。トラックを 24

か月とし、早期に改訂規格を発行することが合意
された。

　　⑸ 　ISO 19403-6:2017, Paints and varnishes 

̶ Wettability ̶ Part 6: Measurement of 

dynamic contact angle（第６部：動的接触角の
測定）（対応 JIS:なし）

　　　 　TC229（ナノテクノロジー）からもコメントが
寄せられ、“改訂”で合意された。トラックを 24

か月とし、早期に改訂規格を発行することが合意
された。

　　⑹ 　ISO 19403-7:2017, Paints and varnishes 

̶ Wettability ̶ Part 7: Measurement of 

the contact angle on a tilt stage (roll-off 

angle)（第 7部：傾斜滑落液滴の接触角の測定法）
（対応 JIS:なし）

　　　 　TC229（ナノテクノロジー）からもコメントが
寄せられ、“改訂”で合意された。トラックを 24

か月とし、早期に改訂規格を発行することが合意
された。

　　⑺ 　ISO 19396-1:2017, Paints and varnishes 

̶ Determination of pH value ̶ Part 1: pH 

electrodes with glass membrane（pHの測定 － 

第 1部 : ガラス電極）（対応 JIS:なし）
　　　 　ドイツからコメントがあり、“改訂”で合意さ

れた。
　　⑻ 　ISO 19396-2:2017, Paints and varnishes 

̶ Determination of pH value ̶ Part 2: pH 

electrodes with ISFET technology（pHの測定 

－ 第２部：pH電極 ISFET技術）（対応 JIS:なし）
　　　 　ドイツからコメントがあり、“改訂”で合意さ

れた。
　　⑼ 　ISO 9117-1:2009,　 Paints and varnishes 

̶ Drying tests ̶ Part 1: Determination of 

through-dry state and through-dry time （硬化
乾燥性 － 第１部　乾燥状態、乾燥時間の測定法）
（対応 JIS: K5600-3-3）

　　　 　“継続”で合意された。
　　⑽ 　ISO 9117-4:2012, Paints and varnishes 

̶ Drying tests ̶ Part 4: Test using a 

mechanical recorder　（硬化乾燥性試験 － 第４

部：機械式記録器による方法）（対応 JIS:なし）
　　　 　“継続”で合意された。
　　⑾ 　ISO 9117-5:2012, Paints and varnishes ̶ 

Drying tests ̶ Part 5: Modified Bandow-

Wolff test（硬化乾燥性試験 － 第５部：改良バ
ンドーウルフ法）（対応 JIS:なし）

　　　 　“継続”で合意された。
　　⑿ 　ISO 9117-6:2012, Paints and varnishes ̶ 

Drying tests ̶ Part 6: Print-free test（硬
化乾燥性試験 － 第６部：プリントフリー試験）
（対応 JIS: K5600-3-6）

　　　 　“継続”で合意された。
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　3.3　超疎水塗料

　　⑴ 　ISO/DTS 10689, Nanotechnologies ̶ 

Superhydrophobic surfaces and coatings: 

Characteristics and performance assessment. 

（超疎水表面と塗料 － 特性と性能の評価）
　　　 　TC229（ナノテクノロジー技術専門委員会）の

案件であるが、上記 ISO 19403シリーズ（濡れ性）
と関連性があるため、相互にコメントを提出して
いる。

　　　 　本案件に関しても TC35/SC9より TC229へコメ
ントが提出された。また、WG30のコンビナーは
SC9，TC35事務局に対し、TC229，TC35間の双方
向リエゾンの新設を具申する予定である。

　3.4　今後の開発事案

　　⑴ 　ISO/PWI 3219-4 & -5, Rheology

　　　‒ Part 4:  Measurement errors caused by 

sample and application when 

using rotational and oscillatory 

rheometry

　　　‒ Part 5:  C a l i b r a t i o n ,  a d j u s t m e n t , 

verification when using rotational 

and oscillatory rheometry

　　　（レオロジー
　　　－第４部： 回転及び振動によるレオロジー測定時

のサンプル及びアプリケーションによ
る測定誤差

　　　－第５部： 回転及び振動によるレオロジー測定時
の校正、調整、検定）（対応 JIS:なし）

　　　 　これらの規格事案は、ISO/TC 61（プラスチッ
ク専門委員会）/SC 5（物理・化学的性質分科委
員会）との共同開発としてドイツより提案されて
いるが、まだ準備段階である。レオロジー関連の
規格の一覧についての報告があった。

　3.5　事案候補

　　⑴ 　表面張力
　　　・バブルプレッシャー表面張力計
　　　・粉体の表面エネルギー
　　　 に関する規格化が挙げられた。
　　　 　後者は TC256（染料と体質顔料技術委員会）と

協力すべきとの意見が出され、また WG16のエキ
スパートにも参画を打診するとのことであった。
両者とも新規 PWI案件として登録することで合意
した。

4.　ISO/TC 35/SC 9/WG 31 硬化後の塗料の性能

　 　6月 14日に開催された WG31会議の内容、及び開発
状況を紹介する。

　4.1　アクティブ作業事案

　　⑴ 　ISO/CD 1514, Paints and varnishes ̶ Standard 

panels for testing（テスト用の標準パネル）（対
応 JIS: K 5600-5-11）

　　　 　改訂した文書にて DISに進めることが合意され
た。

　　⑵ 　ISO/CD 4628-3, Paints and varnishes ̶ 

Evaluation of quantity and size of defects, and 

of intensity of uniform changes in appearance 

̶ Part 3: Assessment of degree of rusting（塗
膜欠陥 － 第 3部：さびの等級）（対応 JIS: K 

5600-8-3）
　　　 　改訂した文書にて DISに進めることで合意され

た。オランダの図に関するコメントは不採用とし、
現行のままとすることとした。

　　⑶ 　ISO/DIS 4628-6, Paints and varnishes ̶ 

Evaluation of quantity and size of defects, and 

of intensity of uniform changes in appearance 

̶ Part 6: Assessment of degree of chalking by 

tape method（塗膜欠陥 － 第６部：白亜化の等級）
（対応 JIS: K 5600-8-6）

　　　 　編集上のコメントしか受け取っていないため、
改訂した文書にて FDIS或いは、直接発行段階に進
めることで合意した。

　　⑷ 　ISO/DIS 4628-10, Paints and varnishes ̶ 

Evaluation of quantity and size of defects, and 

of intensity of uniform changes in appearance 

̶ Part 10: Assessment of degree of filiform 

corrosion（塗膜欠陥 － 糸さびの等級）（対応
JIS:なし）

　　　 　改訂した文書にて FDIS投票に進めることで合意
した。技術的な変更が行われている。

　　⑸ 　ISO/CD 9124, Paints and varnishes ̶ Thermal 

performance of paint films ̶ Determination of 

solar irradiation penetration ratio with heat 

flow meter（塗膜の熱性能 － 熱流計による日射
侵入比の測定方法）（対応 JIS K 5603）

　　　 　日本からの提案の案件であり、高橋氏が健康上
の理由から PLを辞退したため、PLのオブザベー
ションは出せなかった。PLを笹谷に交代する旨を
提案し了承された。日本での現状について、いく
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つかの項目について時間が必要であり、具体的な
スケジュールは現時点で示せない旨を説明した。

　　　 　コンビナーからは、そのような状況であれば、
当該プロジェクトは 12月に DISの提出期限（2023-

12-20）を迎えるので、リスクを減らすためにも PWI

へ一旦戻し、時間を止めるのが最善の策であると
の提案を受けた。PLの変更及び、PWIへ戻すこと
で合意された。

　　⑹ 　ISO/AWI 11998, Paints and varnishes ̶ 

Determination of wet-scrub resistance of  

coatings（塗膜の耐湿潤摩耗性及び洗浄性）（対応
JIS: K 5600-5-11）

　　　 　改訂した文書にて CD意見照会へ進めることが合
意された。

　　⑺ 　ISO/AWI 21227-1, Paints and varnishes ̶ 

Evaluation of defects on coated surfaces using 

optical imaging ̶ Part 1: General guidance（光
学画像による欠陥評価 － 第１部：一般指針）（対
応 JIS:なし）

　　　 　旧規格はカメラによる目視のみしか含まれてお
らず、現在は、腐食現象の測定にうまく適合する
技術がある。これらの情報を収集中である。例と
して、ラインスキャンカメラ、赤外線センサー、
超音波センサー技術、高解像度センサー等が挙げ
られる。

　　　 　また、耐食性試験後の腐食部の面積を画像解析
ソフトによって算出し、腐食ランクを高精度に評
価する方法についてドイツの PLによりプレゼン
テーションが行われた。腐食の計算式を２種類用
い、91個のパネルを統計的に解析している。

　　　 　当該試験はバラツキが大きいことから、米国か
ら過去に ASTMで検討した結果を提供する用意があ
るとの申し出があった。

　　⑻ 　ISO/AWI 21227-4, Paints and varnishes ̶ 

Evaluation of defects on coated surfaces using 

optical imaging ̶ Part 4: Evaluation of 

filiform corrosion（光学画像による欠陥評価 － 

第 4部：糸さびの評価）（対応 JIS:なし）
　　　 　糸状腐食の検出における課題は、画像の画質の

問題ではなく、従来の手法に近似したアルゴリズ
ムを使用して自動評価することである。現在、様々
なアルゴリズムや計算方法の情報収集を行ってい
る。

　　　 　21227-1及び -4 の改訂は、WG31において WDレ
ベルで継続することで合意された。

　4.2　定期見直し事案

　　⑴ 　ISO 11503:1995, Paints and varnishes ̶ 

Determination of resistance to humidity 

(intermittent condensation)（耐湿性 － 不連
続結露法）（対応 JIS: K5600-7-3）

　　　 　本規格は 1995年の第１版発行以来、27年間改
訂されておらず、また ISO 6270-2:201と同じ技
術内容，試験条件を規定しているため、統合して
当該規格は廃止すべきとの提案が喜多氏より行わ
れた。

　　　 　本規格は継続とし、別途臨時会議を設定し、
ISO 6270シリーズの一つとしての統合について
議論することで合意された。

　　⑵ 　ISO/TS 19397:2015, Determination of 

the film thickness of coatings using an 

ultrasonic gage（膜厚測定 － 超音波ゲージ）（対
応 JIS:なし）

　　　 　ドイツより改訂の提案があり、24カ月の期間
で実際の測定技術に即した改訂を進めることで合
意された。

　　⑶ 　ISO 11997-1:2017, Paints and varnishes 

̶ Determination of resistance to cyclic 

corrosion conditions ̶ Part 1: Wet (salt 

fog)/dry/humid（サイクル腐食試験方法 － 塩水
噴霧 /乾燥 /湿潤）（対応 JIS: K 5600-7-9）

　　　 　日本より改訂提案があり、喜多氏より説明が行
われた。スコープは変更せずに、36カ月の期間
で改訂を進めることで合意された。PLは喜多氏、
ｱﾝﾃﾞｨ ･ ﾌﾗﾝｼｽ氏、ﾊﾞｰﾝﾄﾞ ･ ﾗｲﾝﾐｭﾗｰ氏。

　　⑷ 　ISO 2812-1:2017, Paints and varnishes ̶ 

Determination of resistance to liquids ̶ 

Part 1: Immersion in liquids other than 

water（耐液体性 － 第１部：水以外の液体への
浸漬法）（対応 JIS: K5600-6-1）

　　　 　コメントなしのため、“継続”で合意された。
　　⑸ 　ISO 2812-4:2017, Paints and varnishes ̶ 

Determination of resistance to liquids ̶ 

Part 4: Spotting methods（耐液体性 － 第４部：
スポット法）（対応 JIS: K5600-6-1）

　　　 　コメントなしのため、“継続”で合意された。
　　⑹ 　ISO 6270-1:2017, Paints and varnishes ̶ 

Determination of resistance to humidity ̶ 

Part 1: Condensation (single-sided exposure)

（耐湿性 － 第１部：片面暴露による結露法（対
応 JIS　K5600-7-2）
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　　　 　コメントなしのため、“継続”で合意された。
　　⑺ 　ISO 6270-2:2017, Paints and varnishes ̶ 

Determination of resistance to humidity ̶ 

Part 2: Condensation (in-cabinet exposure 

with heated water reservoir) （耐湿性 － 第２

部：加熱水槽付きキャビネット内暴露による結露
法）（対応 JIS:なし）

　　　 　米国より現実に即した改訂の提案があった。ま
た、ドイツより追加のコメントがあった。スコー
プを変更せずに 36カ月の期間で“改訂”で合意
された。

　　⑻ 　ISO 3270:1984, Paints and varnishes and 

their raw materials ̶ Temperatures and 

humidities for conditioning and testing（養
生及び試験時の温度と湿度）（対応 JIS K5600-1-

6）
　　　 　コメントなしのため、“継続”で合意された。
　　⑼ 　ISO 4628-8:2012, Paints and varnishes ̶ 

Evaluation of degradation of coatings ̶ 

Designation of quantity and size of defects, 

and of intensity of uniform changes in 

appearance ̶ Part 8: Assessment of degree 

of delamination and corrosion around a 

scribe or other artificial defect（塗膜劣化
の評価 － 第８部：傷その他の人為的な欠陥周辺
のはがれと腐食の評価）（対応 JIS:なし）

　　　 　オーストラリアが改訂として投票したが、コメ
ントなしのため、“継続”で合意された。

　　⑽ 　ISO 6270-3:2018, Paints and varnishes ̶ 

Determination of resistance to humidity Part 

3: Condensation (in-cabinet exposure with 

heated, bubbling water reservoir)（耐湿性 － 

第 3部：結露（加熱、発泡水槽内での暴露））（対
応 JIS K 5600-7-2）

　　　 　コメントなしのため、“継続”で合意された。
　　⑾ 　ISO 11997-2:2013, Paints and varnishes 

̶ Determination of resistance to cyclic 

corrosion conditions ̶ Part 2: Wet (salt 

fog)/dry/humidity/UV light（サイクル腐食試験
方法 － 第２部：塩水噴霧 -乾燥 -湿度 -UV）（対
応 JIS: なし）

　　　 　オランダ、米国よりコメントがあった。スコー
プを変更せずに 36カ月の期間で”改訂”で合意
された。

　　⑿ 　ISO 12013-1:2012,（自由減衰振動法による硬

化特性の測定 － 第１部：硬化反応開始温度）（対
応 JIS:なし）

　　　 　コメントなしのため、“継続”で合意された。
　　⒀ 　ISO 12013-2:2012, Paints and varnishes 

̶ Determination of curing characteristics 

using a free damped oscillation method ̶ 

Part 1: Start temperature of the curing 

reaction （自由減衰振動法による硬化特性の測定 

－ 第 2部：ガラス転移温度）（対応 JIS:なし）
　　　 　コメントなしのため、“継続”で合意された。
　　⒁ 　ISO 15710:2002, Paints and varnishes ̶ 

Corrosion testing by alternate immersion in 

and removal from a buffered sodium chloride 

solution（緩衝塩化ナトリウム水溶液への浸漬と
取り出しの交互操作による腐食試験）（対応 JIS: 

なし）
　　　 　コメントなしのため、“継続”で合意された。
　　⒂ 　ISO 15711:2003, Paints and varnishes ̶ 

Determination of resistance to cathodic 

disbonding of coatings exposed to sea water

（海水に暴露された塗膜の耐カソード剥離性の評
価）（対応 JIS:なし）

　　　 　コメントなしのため、“継続”で合意された。
　　⒃ 　ISO 20567-3:2012, Paints and varnishes ̶ 

Determination of stone-chip resistance of 

coatings ̶ Part 3: Single-impact test with 

a free-flying impact body（耐チッピング性の
測定法 － 第 3部：自由落下衝撃体によるシング
ルインパクトテスト）（対応 JIS:なし）

　　　 　コメントなしのため、“継続”で合意された。
 

　4.3　�今後の開発事案

　　⑴ 　プラスチックと部品の塗装
　　　　第 1部 :（一般的説明と用語）
　　　　第 2部 :（耐候性）
　　　　第 3部 :（一定の気候と代替試験）
　　　　第 4部 :（摩耗性）
　　　　第 5部 :（耐化学薬品性）
　　　　第 6部 :（耐チッピング性）
　　　 　ドイツよりプラスチックと部品の塗装に関する

上記の技術報告書（TR）の発行の新規提案があり
登録することで合意された。DIN規格 /TR 55692

シリーズを基本としている。
　　⑵ 　コンクリート上の塗装 - 断面写真による膜厚

の測定

－ 43 －



　　　 　スイスよりドイツと共同で新規提案を行おうと
している。関連する SC15 WG1（コンクリート構
造物の保護塗料）とコンタクトをとり、臨時会議
を開催する予定。

　　⑶ 　EN 927-6,（外面用木材の塗料と塗装システム 

－ 第 6部：蛍光 UVランプ及び水を用いた木材用
塗料の促進試験耐候性試験）の ISO化

　　　 　上記欧州規格を ISO規格として提案しようとし
ている。ISO 16053-2として ISO番号を取得して
進める。従来の ISO 16053は ISO 16053-1に番号
を変更する。

5.　�ISO/TC 35/SC 9/WG 32　風力発電ローターブレード

用塗装システム

　 　６月 13日に開催された WG32会議の内容、及び技術
仕様書（TS）の開発状況を紹介する。

　5.1　アクティブ事案

　　⑴ 　ISO/PWI TS 19392-4, Paints and varnishes 

- Coating systems for wind-turbine rotor 

blades - Part 4: Influence of rain erosion 

damage on the ice formation on rotor blade 

coatings（風力発電ローターブレードの塗装シス
テム － 第４部：ローターブレード塗装上の氷形
成における降雨エロージョンの影響）（対応 JIS: 

なし）
　　　 　事案としては残っているが中断中であり進展な

し。

　5.2　新規準備事案

　　⑴ 　 ISO/PWI TS 19392-7, Paints and varnishes 

‒ Coating systems for wind-turbine rotor 
blades ‒ Part 7: Determination and 

evaluation of resistance to hail（風力発電
ローターブレードの塗装システム － 第７部：降
雹（ひょう）耐性の測定と評価）（対応 JIS:なし）

　　　 　初期原案がほぼ完成したため、意見照会を実施
し、いくつかのコメントが寄せられたが、プロジェ
クトリーダーが辞めたため、新たにプロジェクト
リーダーを探す必要がある。2024年６月末が期
限でそれを過ぎると自動的にキャンセルされる。

　　⑵ 　ISO/PWI TS 19392-8, Paints and varnishes 

‒ Coating systems for wind-turbine 

rotor blades ‒ Part 8: Determination and 
evaluation of　resistance to soiling（風力発

電ローターブレードの塗装システム － 第８部：
耐汚染性の測定と評価）（対応 JIS:なし）

　　　 　初期原案がほぼ完成したため、意見照会を実施
し、いくつかのコメントが寄せられたが、プロジェ
クトリーダーがいないため、新たにプロジェクト
リーダーを探す必要がある。

　　⑶ 　ISO/TS 19392-9, Paints and varnishes ̶ 

Coating systems for wind-turbine rotor 

blades ̶ Part 9: Determination and 

evaluation of ice adhesion using shear test 

（風力発電ローターブレードの塗装システム － 

第９部：シェアテストによる氷付着性の評価）（対
応 JIS:なし）

　　　 　検討結果についてのプレゼンテーションが実施
された。低温装置内で、氷が付着したサンプル板
に水平方向のシェアをかけ、付着力、凝集破壊力
を測定する方法で、影響要因、他の試験との比較
等のデータが示された。

　　　 　PWIとして登録することで合意された。

　5.3　その他

　　⑴ 　ローターブレード上の塗装に関する各種耐候
性の試験結果の報告

　　　 　ドイツが“RotorBeWiプロジェクト”として
推進している研究で、ローター上に塗装された
塗膜に各種耐候性試験を実施し、その負荷前後
での物理、化学特性の変化を多角的に捉えた結
果についての報告があった。（弾性変化、SEM観
察による炭素、チタン元素含有量の変化、IR測
定による化学結合の変化、暴露試験と促進耐候
性試験の比較、降雨エロ―ジョンに対するは
がれ、光沢等の塗膜ダメージの評価等が報告
された。）TS19392-1, Paints and varnishes 

̶ Coating systems for wind-turbine rotor 

blades ̶ Part 1: Minimum requirements 

and weathering（風力発電ローターブレードの
塗装システム － 第 1部：最小要件と耐候性）
が改訂されるときに考慮に入れる。

6.　�SC14/WG2 と SC9/WG31 の合同会議

　 　SC14（鋼構造物の防食塗装システム）が ISO 12944

シリーズの大幅改訂を実施中であり、ISO 12944-6（防
食塗装システムによる鋼構造物の腐食防食 - 実験室
における性能試験方法）についても内容を吟味してい
る。試験方法に関しては SC9と関連する部分もあるた

－ 44 －









表 -1　2022 年 11 月 1 日から 2023 年 9 月 30 日までに認証した鉱工業製品

認証番号 認証取得者の名称 認証区分（規格番号） 規格名称 認証年月日

JP0522001 ロックペイント株式会社 JIS K 5621 一般用さび止めペイント 2022年 12月 23日

JP0823001 株式会社アステックペイント JIS K 5660
つや有合成樹脂

エマルションペイント
2023年 8月 21日

JP0823002 株式会社アステックペイント JIS K 5663
合成樹脂エマルション
ペイント及びシーラー

2023年 8月 21日

表 -3　2022 年 11 月 1 日から 2023 年 9 月 30 日までに認証を取り消した鉱工業製品

認証番号 認証取得者の名称 認証区分（規格番号） 規格名称 認証取消日

該当製品なし

表 -2　2022 年 11 月 1 日から 2023 年 9 月 30 日までに契約を終了した鉱工業製品

認証番号 認証取得者の名称 認証区分（規格番号） 規格名称 認証終了日

JP0407009 スズカファイン株式会社 JIS K 5668
合成樹脂エマルション

模様塗料
2023年 1月 13日

JP0514001 大日本塗料株式会社 JIS K 5675 屋根用高日射反射率塗料 2023年 2月 20日

JP0508060 カナヱ塗料株式会社 JIS K 5674
鉛 ･クロムフリー
さび止めペイント

2023年 2月 21日

JP0313001 斎藤株式会社 JIS K 5552 ジンクリッチプライマー 2023年 4月 21日

JP0308005 アトミクス株式会社 JIS K 5492 アルミニウムペイント 2023年 4月 28日

JP0308004 東日本塗料株式会社 JIS K 5970 建物用床塗料 2023年 5月 17日

JP0518001 ロックペイント株式会社 JIS K 5659 鋼構造物用耐候性塗料 2023年 6月 30日

JP0508051 神東塗料株式会社 JIS K 5970 建物用床塗料 2023年 7月 15日

JP0408020 株式会社トウペ JIS K 5660
つや有合成樹脂

エマルションペイント
2023年 8月 20日
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ニ ュ ー ス

JIS マーク表示認証業務

　・当協会が 2022年 11月 1日から 2023年９月 30日までの間に JIS認証した鉱工業製品は表 -1、JIS認証契約を終
　　 了した鉱工業製品は表 -2、JIS認証を取り消した鉱工業製品は表 -3、並びに JISマーク表示の一時停止を請求し

た鉱工業製品は表 -4のとおりです。
　・産業標準化法に基づいて当協会が行っている JISマーク表示認証業務の内容及び塗料 JISに係る認証登録などの
　　最新情報については、当協会のホームページに掲載していますので、下記の URLにてご確認ください。
　　URL：https://www.jpia.or.jp



表 -7　塗料試験方法研究会　勉強会（2022 年 11 月 1 日～ 2023 年 9 月 30 日）

年月日／部会 勉強会の内容 開催場所 参加者

2023年 3月 16日
　　／東 ･西部会
　　　　　（共催）

2022年度 第 1回講演会
① JIS規格の最新動向について
　（講師：一般社団法人 日本塗料工業会　標準部部長 小川 修）
② JISマーク認証業務からのお知らせについて
　（講師：一般財団法人 日本塗料検査協会　東支部 櫻井 剛）

ZOOMによる
オンライン形式

53名
/33社

表 -6　外部発表一覧（2022 年 11 月 1 日～ 2023 年 9 月 30 日）

発表題目 発表者 発表先（誌名） 出版／主催者

投
稿

塗料・塗膜の評価方法について 山田 卓司
塗布と塗膜
Vol.12,No.3 2023年 8月号

塗料報知新聞社

講
演

表面被覆材に関する共通試験（暴露 15年
目）結果について

佃　 洋一
2023年 9月 22日
第 211回コンクリート工事用樹脂
部門委員会

公益社団法人
日本材料学会

表 -4　2022 年 11 月 1 日から 2023 年 9 月 30 日までに JIS マーク表示の一時停止を請求した鉱工業製品

認証番号 認証取得者の名称 認証区分（規格番号） 規格名称 停止請求を行った期日

該当製品なし

表 -5　2023 年 9 月 30 日までに JIS マーク表示の一時停止を請求中の鉱工業製品

認証番号 認証取得者の名称 認証区分（規格番号） 規格名称 停止請求を行った期日

JP0510001 神東塗料株式会社 JIS K 5659 鋼構造物用耐候性塗料 2022年 7月 27日

JP0307004 神東塗料株式会社 JIS K 5663
合成樹脂エマルション
ペイント及びシーラー

2022年 7月 27日
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塗料試験方法研究会

　・ 当協会が主宰している当研究会にて 2022年 11月 1日から 2023年 9月 30日までの間に実施した勉強会は表 -7の
とおりです。

建築基準法に基づく性能評価書の発行

　・ 建築基準法施行令第 20条の７に基づく建築材料の性能評価を終え、当協会が 2022年 11月１日から 2023年９月
30日までの間に発行した性能評価書はありませんでした。

外部発表

　・当協会が 2022年 11月１日から 2023年９月 30日までの間に外部発表したものは表 -6のとおりです。
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業 務 案 内

最新の設備と豊富な実績で、多様なニーズに対応します。

 試 験・検 査　　　　　品質性能に関する試験・検査

　・JIS 規格、団体規格及び外国規格に基づく試験・検査
　・各種基準、法令及び条約などに基づく試験・検査

 調 査・研 究　　　　　品質性能、試験方法及び評価技術の調査・研究

　・官公庁、各種団体からの委託による調査・研究
　・新規試験方法、評価方法の開発・研究・提案
　・塗料試験方法研究会の主宰

 標　 準　 化　　　　　品質性能、試験方法及び評価技術の標準化

　・ISO/TC 35「ペイント及びワニス」の国内審議団体委員及び ISO/TC 35/SC 9「塗料の一般試験方法」
　　の国内審議団体並びに国内事務局
　・塗料・塗膜・塗料用原材料の試験方法、製品などの JIS 原案作成に係る協力

 認 証・評 価　　　　　法令に基づく認証・認定・評価・証明

　・JIS マーク表示制度による製品認証（塗料及び建築用塗膜防水材・仕上塗材・下地調整材）
　・建築材料からのホルムアルデヒド放散に係る性能評価
　・環境保全に関する測定・分析及び計量証明

 その他の業務　　　　　試験材料の提供

　・各種塗料・塗膜試験を行う際に必要な標準の材料・器具などの提供

　以下の試験材料を①及び③は東・西両支部、②は東支部のみにて販売しています。
　ホームページ（試験材料の案内）の注文用紙に記入し FAX にてご注文ください。

〔試験材料〕
　①「引っかき硬度」試験用検定鉛筆（６Ｂ～６Ｈ／ 14 硬度スケール）	 ￥   220（１本）
　　ご注文は６本以上（異なる硬度の混合も可）でお願いします。
　②「表面乾燥性」試験用バロチニ	 ￥11,000（１セット）
　③「白亜化」測定用テープ	 ￥  1,650（１箱 50 枚入り）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表示価格は送料を含まない税込価格です）

　※なお、「隠ぺい力」に使用する JIS 適合品の隠ぺい率試験紙は下記にて販売されています。
　　日本テストパネル㈱　　（０６）６９５３－１６６１　／　太佑機材㈱　　（０６）６７２７－１１２１　／　
　　ＴＰ技研㈱　　　　　　（０６）６９６５－６７８０

本誌の内容や記事の転載に関するお問い合わせは次ページの東支部（日塗検ニュース事務局）までお願いします。



本　　　　部 〒150-0013 東 京 都渋谷区恵比寿 3 丁目 1 2 番８号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京塗料会館205
  電話 （03）3443-3011 ＦＡＸ （03）3443-3199
東 　 支　部 〒251-0014 神 奈 川 県 藤 沢 市 宮 前 6 3 6 番 地 3
  電話 （0466）27-1121 ＦＡＸ （0466）23-1921
西 　 支　部 〒573-0164 大 阪 府枚方市長尾谷町１丁目2 0 番 3
  電話 （072）866-0600 ＦＡＸ （072）866-0611

一般財団法人 日　本　塗　料　検　査　協　会
ホームページアドレス　https://www.jpia.or.jp/

お問い合わせ先
　　東日本（静岡以東）　　　　　　　　　東 支 部（E-mail：east@jpia.or.jp）
　　西日本（愛知以西）　　　　　　　　　西 支 部（E-mail：west@jpia.or.jp）

　業務案内の詳細及びニュース欄の公開情報に関しては下記の日本塗料検査
協会のホームページにてご覧になれます。また、塗料の試験・検査のご依頼、
塗料の試験方法に関する調査研究或いは販売している試験材料などに関する
お問い合わせは、電話、ＦＡＸ又はメールにて下記宛にお願い致します。

□ 交　通
JR東海道本線・小田急線
藤沢駅下車
江ノ電バス８番のりば
（小田急百貨店前）から発車の全てのバス
渡内中央行、教養センター行などにて５分
小塚地下道前下車　徒歩３分

□ 交　通
JR学研都市線　長尾駅下車
京阪バス 2番のりばから発車の全てのバス
枚方市駅北口行、樟葉駅行などにて 5分
既製服団地下車　徒歩 3分

東支部 西支部

2023年11月発行

小塚地下道前
バス停

イチネン
ケミカルズ

湘南
アイパーク

GLP枚方Ⅲ
薬師谷公園




